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１．ジョージア⼯科⼤学での研究活動 
 

僕のラボは、Exoskeleton（外⾻格）を扱うラボでした。メンターがアクセ
スを持っていた Exoskeletonが Hip Exoskeleton（腰の外⾻格）でした。 
 
Hip Exoskeleton は、腰にあるモーターに電流を流し、トルクを発⽣させる
ことで腰の回転の補助を⾏います。この発⽣されたトルクを命令したトル
クと同じにするのが Low Level Controlの役⽬で、僕はこの Control⼿法の改
善を⾏いました。具体的には、従来⽤いられている PID制御に、モーター
の状態情報に基づく Feedbackの項を付け加えることで、トルクのエラーを
⼩さくすることに成功しました。 
 
今回の研究は、メンターさんの研究のお⼿伝いという形ではなく、⾃分で
研究の内容や⽅法を決めるというものでした。意思決定権が⾃分にあり、
しっかりと考えて問題解決を⾏うことができる点は良かったのですが、や
はり新規性の⾯では少し弱かったです。しかし、実際の研究の流れ（過去
の論⽂などから仮説をたて、⽅法を決め、実験を⾏い評価する。）を体験
するという意味では、とても有意義な時間を過ごさせていただきました。 
 

 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
 

⽇本のラボを知らないのであまり違いは分かりませんでした。が、アメリ
カのラボでは学部⽣でも研究をしていることに驚きました。授業の⼀環と
して研究があるというのもあるでしょうが、発展的な研究内容への意欲や
参加度が、⽇本の学⽣よりも⾼いと感じました。しかし、参加度が低かっ
たりする学⽣は配属されない可能性がある、というのも事実でした。⽇本
の、ほぼ全員が研究室に配属される、というシステムは、良し悪しは抜き
にして、楽だと感じました。 
 

３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 
 
スケジュールがある程度⾃由に決められたので、効率よく研究活動を進め
られたのはとても良かったです。しかし、わからないことは⾃分で積極的
に聞いていかなければならなかったのは少ししんどかったです。メンター



は今忙しいだろうか、などなど考えすぎてしまい、初めはなかなか聞けま
せんでした。そこを克服できたのは今回の⼤きな成⻑の⼀つです。 
メンターの Ben（Ph.D.の⽣徒）の⾃由さにも驚きました。彼は、⾦曜⽇の
17時から⽉曜⽇の 8時までは仕事をしない、ということを徹底していて、
たとえ PIからであっても週末にはメールに返事をしません。結果を出して
いればこそ許されるのは、アメリカらしいのではと感じました。 
 

４．本プログラムに参加の成果・意義 
 
あまり周りを気にせず、やりたいことはとりあえずやってみるという姿勢
を得ることができました。⾃分の⼤学に戻って、学部卒業で Ph.D.に合格で
きるように努⼒を続けたいと思います。また、DFKI Bremenでのアドバン
ストプログラムに向け、しっかりと準備を進めていきます。 
また、将来の夢に向かってそれぞれ努⼒する他の中⾕ Fellowsから、⼤学に
戻った後のモチベーションをもらいました。分野や⼤学は違えども、世界
で活躍する研究者になるという夢を共有できる友⼈ができたのは本当に幸
せなことです。これからも、彼、彼⼥らと共に夢を追いかけていきたいと
思います。 
ラボでの出会いもかけがえのないものになりました。メンターである Ben
はもちろん、僕の研究を⽀えてくれた Poや、アメリカンなパーティー
（笑）に呼んでいただいたMikeには感謝の思いでいっぱいです。これから
も連絡をとって仲良くしていきたいです。 



 
メンターの Ben と遊園地にて 

５．謝辞 
 
２回⽣にはもったいないくらい素晴らしい経験をさせていただきました。
まだ学部⽣活が半分も終わっていない段階でここまで明確に卒業後のこと
を考えることのできる機会を得られるのは素晴らしいです。１回⽣の⽅に
特に申し込んで欲しいプログラムだと感じました。改めて、貴重な機会を
与えて下さった中⾕財団、ジョージア⼯科⼤学、EPIC Labのメンバー、⼩
川さん、中⾕のメンバー、その他⽀えていただいた全ての皆様、ありがと
うございました。この感謝を忘れずに、恩を周りに還元できるような⼈間
になります。本当にありがとうございました。 

 
 


